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子ども法

「子ども」と聞いて，どのような人をイメージしますか？　憲法，民法，少年法，児童福祉
法などなど，様々な法律に「子ども」のことが書かれています。そして「子ども」には，
子・未成年・少年・児童と様々な呼び方があります。法律や呼び方によって何か違うので

しょうか。あるいは何か共通した考え方があるのでしょうか。
　本書では具体的な事例（「ストーリー」）から，「子ども」をめぐる法の問題を考えていきます。そこ
には小学生，中学生，高校生，大学生など様々な「子ども」たちが登場します。「こんなことあるあ
る」，といった場面も出てきます。あるいは，当人にとっては，「つらい」こともあるかもしれません。
そこから，具体的な条文に触れながら，「子ども」とは，どのような存在なのか，法は「子ども」の育
ちや学びにどうかかわっているのか考えます。「法」が応援し，支え，守ってくれていることに気がつ
いていただけることと思います。（YF）
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12 のストーリーから「法」と「子ども」を考える。
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